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研究成果の概要（和文）：　健全エナメル歯質をOCTを用いて観察すると、空気 とエナメル質の光の屈折率の違
いから、エナメル質表面で光が反射し輝度が上昇し白く見える。エナメル質脱灰部も輝度が上昇し、周囲の健全
エナメル質と比較すると白く見える。これは、脱灰によりエナメル質に微小な欠陥が形成された部分に水や組織
液が侵入し、屈曲率の変化が生じるためである。歯質の脱灰の状態 とミネラル密度と屈折率の変化に相関があ
り、脱灰により近赤外線レーザーの減衰係数が変化し、画像深度が低下することがわかっている。
　本研究では、イオン徐放能と酸緩衝能を併せ持つS-PRGフィラーは、周囲エナメル質への脱灰抑制効果が示さ
れた。

研究成果の概要（英文）：Demineralization was inhibited in the proximal areas of fluoride-containing 
sealant and S-PRG filler-containing sealant. Fluoride released from fluoride-containing sealant. 
Multiple ions (Al, B, F, Na, Si and Sr) released from S-PRG filler-containing sealant. S-PRG filler 
has effect on inhibition of demineralization.

研究分野：保存修復

キーワード： イオン徐放能
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　非侵襲的である再石灰化療法は、初期のエナメル質齲蝕を管理する際の最小限の介入治療として有用である
が、う窩を形成し修復治療を必要とする状況には日常臨床で多く直面する。疾病の原因である口腔細菌叢の改善
を図り、患者教育を行い、う蝕の脱灰・再石灰化という流動的な現象への積極的な介入をして、発症と進行を抑
制する治療を採用することが提唱されているが、その上で、進行を停止することができないう蝕や機能的、審美
的に問題のあるう蝕に対して、歯質を切削する際に「最小限の侵襲」にとどめる必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
歯科治療では硬組織の画像診断は主にエックス線にて行なわれるが、解像度に限界があり初期
う蝕は検知されづらいことや、被爆の問題から頻回に撮影できな いのが現状である。光干渉断
層計(Optical Coherence Tomography, 以降 OCT)は、近赤外光を光源に利用し、非破壊にて組織
の断層画像を病理組織切片に近い 精度でリアルタイムで観察できる断層画像装置である。OCT
を用いて、エックス線では難しかった、歯の亀裂の診断、コンポジットレジン修復のギャップの
観察 が行われている。さらに、エナメル質表層下のミネラル密度の測定が可能であることが明
らかにされており、3次元画像の構築も可能である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、イオン放出能と酸緩衝能を併せ持つ S-PRG フィラー含有のシーラント材、フ
ッ素徐放性シーラント材、レジン系シーラント材をシーラント材周囲のエナメル質の脱灰につ
いて OCT にて評価した。 
 
３．研究の方法 
ウシ抜去歯エナメル質を 7×7×2mm のブロック体に調整した．直径 1.5mm、深さ 0.5mm の窩洞
にシーラント材を充填した。シーラント材としては、レジン系シーラント材:Palfique Light 
Sealant, Tokuyama Dental 以下 Palfique、フッ素徐放性シーラント材: Teethmate F-1 2.0, 
Kuraray Noritake Dental 以下 Teethmate、S-PRG フィラー含有のシーラント材: BeautiSealant, 
Shofu 以下 Beauti を用いた。脱灰液(2.2 mM Ca, 2.2 mM P, 50 mM acetic acid pH4.5)に 5日
間浸漬後、シーラント材から、100μm(proximal)と 900μm(distant)の部位のエナメル質脱灰量
を OCT(Santec OCT-2000) にて評価を行った。 
 
４．研究成果 
脱灰前浸漬前は、すべての試料で差は認められなかった。脱灰液浸漬後は、S-PRG フィラー含
有のシーラント材、フッ素徐放性シーラント材周囲にて脱灰抑制が認められた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. SS-OCT images 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. Attenuation coefficient (μt) 
 
 
 

 
図 3 Attenuation coefficient (μt) after demineralization 
 
 

健全エナメル歯質を OCT を用いて観察すると、空気とエナメル質の光の屈折率の違いから、エ

ナメル質表面で光が反射し輝度が上昇し白く見える。エナメル質脱灰部も輝度が上昇し、周囲の

健全エナメル質と比較すると白く見える。これは、脱灰によりエナメル質に微小な欠陥が形成さ

れた部分に水や組織液が侵入し、屈曲率の変化が生じるためである。歯質の脱灰の状態 とミネ

ラル密度と屈折率の変化に相関があり、脱灰により近赤外線レーザーの減衰係数が変化し、画像

深度が低下することがわかっている。 

本研究では、イオン徐放能と酸緩衝能を併せ持つ S-PRG フィラーは、周囲エナメル質への脱灰

抑制効果が示された。 
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